
円
滑
化
法
終
了
前
夜

３
６

明
石
合
銅

サ
ポ
イ
ン
事
業
採
択
産
機
向
け
鉛
フ
リ
ー
銅
合
金
摺
動
材
開
発

配
合
繰
り
返
し
金
属
強
度
確
保

鉛フリー銅合金を使ったシ
リンダーブロックの摺動部

　
明
石
合
銅
は
産
業
機
械
向

け
軸
受
に
使
う
鉛
フ
リ
ー
銅

合
金
摺
動
材
を
開
発
し

し
ゅ
う
ど
う

た
。
軸
受
の
部
材
に
は
、
鉛

を

％
程
度
含
む
鉛
青
銅
が

使
わ
れ
て
い
る
。
鉛
の
代
わ

り
に
ビ
ス
マ
ス
な
ど
３
種
類

の
物
質
を
同
時
添
加
し
、
鉛

青
銅
と
同
等
以
上
の
強
度
と

摺
動
特
性
を
持
つ
材
料
の
開

発
に
成
功
し
た
。

　
２
０
０
３
年
の
飲
料
水
へ

の
鉛
溶
出
基
準
値
改
正
に
伴

い
、
給
水
栓
に
使
う
青
銅
鋳

物
に
つ
い
て
は
鉛
フ
リ
ー
化

が
進
ん
だ
。
し
か
し
産
業
用

機
械
向
け
で
は
鉛
フ
リ
ー
材

へ
の
代
替
が
進
ん
で
い
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
同
社
は
、

年
度
戦
略
的
基
盤
技
術
高
度

化
支
援
事
業

サ
ポ
イ
ン
事

業

の
採
択
を
受
け
、
開
発

に
着
手
し
た
。

　
開
発
に
は
日
本
非
鉄
金
属

鋳
物
協
会

現
日
本
鋳
造
協

会

を
事
業
管
理
者
と
し
、

同
協
会
の
会
員
で
あ
る
鋳
物

メ
ー
カ
ー
数
社
と
関
西
大

学
、
石
川
県
工
業
試
験
場

金
沢
市

、
同
社
が
共
同

で
あ
た
っ
た
。
１
０
０
種
類

以
上
の
元
素
を
配
合
し
た
試

験
片
を
作
成
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
摺
動
特
性
を
細
か
く
評

価
し
た
。

　
ま
ず
作
成
し
た
の
が
、
鉛

入
り
青
銅
か
ら
鉛
を
除
い
た

銅
ス
ズ
合
金
を
ベ
ー
ス
と

し
、
鉛
と
似
た
性
質
を
持
つ

ビ
ス
マ
ス
を
添
加
し
た
試
験

片
。
そ
の
ほ
か
硫
黄
を
添
加

し
て
硫
化
物
を
分
散
さ
せ
た

試
験
片
な
ど
も
作
成
し
た
。

た
だ
、
い
ず
れ
も
負
荷
を
か

け
た
時
に
焼
き
付
き
や
異
常

摩
耗
が
発
生
。
鉛
青
銅
の
摺

動
特
性
に
は
達
し
な
か
っ

た
。

　
そ
こ
で
、
銅
ス
ズ
合
金
に

ビ
ス
マ
ス
、
硫
黄
、
ニ
ッ
ケ

ル
を
同
時
に
添
加
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
こ
れ
ま
で
の
銅
合

金
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
特

異
な
金
属
組
織
が
出
現
し

た
。
ま
た
、
鉛
青
銅
と
同
等

以
上
の
摺
動
特
性
と
強
度
を

持
つ
こ
と
も
確
認
で
き
た
。

　
明
石
合
銅
は
油
圧
ピ
ス
ト

ン
ポ
ン
プ
用
シ
リ
ン
ダ
ー
ブ

ロ
ッ
ク
や
、
建
設
機
械
向
け

軸
受
材
を
主
力
と
し
て
い

る
。
鉛
青
銅
を
鋼
に
接
合
さ

せ
る
技
術
を

年
前
に
開
発

し
た
。

　
過
酷
な
環
境
で
使
わ
れ
る

シ
リ
ン
ダ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
の
摺

動
部
に
、
今
回
開
発
し
た
鉛

フ
リ
ー
銅
合
金
摺
動
材
が
適

用
で
き
る
と
見
て
、
現
在
、

実
機
で
テ
ス
ト
を
し
て
い

る
。
製
品
へ
の
採
用
が
可
能

と
な
れ
ば
「
欧
州
特
定
有
害

物
質
規
制
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
指
令

で
環
境
規
制
の
厳
し
い
欧
州

へ
売
り
込
ん
で
い
く

明

石
巌
会
長

と
意
気
込
む
。

　
金
沢
支
局
長
堀
信
一

▽
社
長

明
石
寛
治
氏
▽
所

在
地

石
川
県
白
山
市
横
江

町
１
４
８
４
、
０
７
６
・
２

７
６
・
５
５
３
３
▽
資
本
金

６
０
０
０
万
円
▽
売
上
高

億
円

年
３
月
期

▽
従
業
員

２
２
０
人
▽
設

立

年

昭

１
月

デジタルハーツら受賞東京ニュービジネス協議会「第７回ＩＰＯ大賞」

再生局面で思惑交錯
「猶予」中の事業再生は計画を達成できる
かにかかっている（中小製造業の現場）

静岡県は事業再生ファンドが活発（事業承
継プロジェクトのプレゼンテーション）

改
革
姿
勢
結
果
に
明
暗
企
業
側

リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
中
の
新
規
融
資
は
広

が
り
つ
つ
あ
る

大
手
金
融
機
関

地
域
の
体
制
整
備
に
差
支
援
側

中利用後の模索

◇バンドー化学◇
　バンドー化学は、スマートフォンとの組み合わせ
で、業界最高水準の精度で伝動ベルトの張力を測定
する加速度センサー張力計「 　 （テン
ション・マスター）」を開発した。
　特徴は、加速度センサーで測定するため 従来の
音波式測定が困難な騒音の環境下でも測定が可能
低周波の音となるレイアウトやベルト種類でも高精
度の測定ができる 設備機械や建造物などの固有振
動数の測定器で使用可能。
　市場でのメンテナンス意識の高まりから、さまざ
まな分野（設備機械、自動車など）への活用が期待
できる。

◇三ツ星ベルト◇
　三ツ星ベルトは節電効果に優れた省エネＶベルト
「ウルトライーパワー」を発売した。伝達ロスを低
減し、電力削減率を従来品の２倍に向上した。２
のモーター送風機に使用した場合、１台年間２万

円の節電効果があるという。 年度には１億円の
売り上げを目指す。表裏両面に溝の入ったダブルコ
グ形状を採用。屈曲性を高め動力伝達時の曲げロス
を低減した。
　また、新配合のクロロプレンゴムによって耐変形
性を向上することで回転時のスリップによる伝達ロ
スを減らした。なお、ベルト表面には「節電」とプ
リントし、外観でも省エネをアピールする。

高級スポーツ自転車向けに動き

主
要
各
社
の
製
品
＆
技
術

▲
一
見
、
変
化
が
な
い
よ
う
に

見
え
る
ベ
ル
ト
に
も
絶
え
ず

進
化
は
続
い
て
い
る

　
ま
た
、
ベ
ル
ト
の
形
状
や

材
質
を
見
直
し
て
パ
ワ
ー
ロ

ス
を
減
ら
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
試

み
が
成
果
を
あ
げ
つ
つ
あ

る
。
三
ツ
星
ベ
ル
ト
が
昨
年

発
表
し
た
省
エ
ネ
型
の
Ｖ
ベ

ル
ト
は
、
表
裏
両
面
に
溝
が

入
っ
た
構
造
で
高
い
屈
曲
性

を
得
た
ほ
か
、
変
形
し
に
く

い
材
料
を
採
用
し
て
伝
達
ロ

ス
を
軽
減
し
、
節
電
効
果
を

従
来
品
の
２
倍
に
し
た
と
い

う
。
平
ベ
ル
ト
の
製
品
も
開

発
さ
れ
た
。

　
一
方
、
バ
ン
ド
ー
化
学
は

平
ベ
ル
ト
と
蛇
行
制
御
デ
バ

イ
ス
、
オ
ー
ト
テ
ン
シ
ョ
ナ

ー
を
組
み
合
わ
せ
、
高
効
率

で
省
エ
ネ
、
長
寿
命
化
も
可

能
と
し
た
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
た
。

　
ま
た
同
社
が
先
ご
ろ
開
発

し
た
加
速
度
セ
ン
サ
ー
を
利

用
の
張
力
計
は
騒
が
し
い
難

し
い
状
況
で
も
計
測
が
で

き
、
計
算
機
構
に
つ
い
て
は

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

多
機
能

携
帯
電
話

を
利
用
し
低
価

格
で
ベ
ル
ト
張
力
の
適
正
管

理
を
実
現
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
動
き
に
加
え
、

伝
動
ベ
ル
ト
で
商
品
力
を
高

め
よ
う
と
す
る
展
開
も
見
ら

れ
る
。
自
転
車
用
ベ
ル
ト
ド

ラ
イ
ブ
は
、
一
部
の
街
乗
り

モ
デ
ル
の
採
用
に
止
ま
っ
て

い
た
が
、
こ
の
と
こ
ろ
高
級

ス
ポ
ー
ツ
自
転
車
に
採
用
す

る
動
き
が
目
立
つ
。

　
欧
州
で
ベ
ル
ト
メ
ー
カ
ー

が
発
売
し
た
ベ
ル
ト
ド
ラ
イ

ブ
と
カ
ー
ボ
ン
製
ギ
ア
の
シ

ス
テ
ム
が
高
い
評
価
を
得
た

の
が
直
接
の
き
っ
か
け
だ

が
、
軽
量
化
に
役
立
つ
ほ

か
、
こ
ぎ
出
し
が
軽
く
、
静

か
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
最
小

減
で
す
み
、
ズ
ボ
ン
の
裾
も

汚
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
ベ

ル
ト
の
特
性
が
ユ
ー
ザ
ー
に

新
鮮
な
印
象
を
与
え
て
い
る

よ
う
だ
。

　　 ２０１３年 平成２５年 ２月１８日 月曜日 　　 （ ）

　
東
京
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
協

議
会

Ｎ
Ｂ
Ｃ
、
大
久
保
秀

夫
会
長

フ
ォ
ー
バ
ル
会

長

は
「
第
７
回
Ｉ
Ｐ
Ｏ
大

賞
」
の
受
賞
企
業
を
決
め

た
。
優
れ
た
ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ

ス
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
し

て
今
回
選
ば
れ
た
の
は
グ
ロ

ー
ス
部
門
が
デ
ジ
タ
ル
ハ
ー

ツ

宮
澤
榮
一
社
長

、
ル

ー
キ
ー
部
門
が
リ
ブ
セ
ン
ス

村
上
太
一
社
長

。
３
月

日
、
東
京
都
港
区
の
Ａ
Ｎ

Ａ
イ
ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ

ル
東
京
で
学
生
１
５
０
人
招

き
授
賞
式
＆
記
念
講
演
会
、

大
交
流
会
を
開
く
。

　
デ
ジ
タ
ル
ハ
ー
ツ
は

年

２
月
に
ゲ
ー
ム
の
デ
バ
ッ
グ

事
業
者
と
し
て
初
め
て
東
証

マ
ザ
ー
ズ
に
上
場
、
３
年
後

の

年
２
月
に
東
証
１
部
に

移
行
し
た
。
好
業
績
に
加

え
、
「
ゲ
ー
ム
お
た
く
」
と

呼
ば
れ
る
人
材
に
雇
用
の
場

を
与
え
世
界
に
通
用
す
る
エ

キ
ス
パ
ー
ト
と
し
て
活
躍
の

機
会
を
創
出
し
た
こ
と
が
、

社
会
問
題
解
決
の
観
点
か
ら

も
評
価
さ
れ
て
大
賞
受
賞
と

な
っ
た
。

　
リ
ブ
セ
ン
ス
は

年
設
立

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
メ
デ
ィ

ア
運
営
会
社
。
成
功
報
酬
型

ア
ル
バ
イ
ト
求
人
サ
イ
ト

「
ジ
ョ
ブ
セ
ン
ス
」
を
皮
切

り
に
正
社
員
・
派
遣
社
員
・

不
動
産
賃
貸
・
ク
チ
コ
ミ
サ

イ
ト
へ
と
事
業
を
拡
大
。

年

月
に
東
証
マ
ザ
ー
ズ
に

上
場
、

年

月
に
東
証
一

部
に
変
わ
っ
た
。
い
ず
れ
も

村
上
さ
ん
は
起
業
家
と
し
て

最
年
少
上
場
を
達
成
し
、
か

つ
新
規
サ
ー
ビ
ス
開
発
に
熱

心
で
あ
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

受
賞
と
な
っ
た
。

　
グ
ロ
ー
ス
部
門
は
上
場
後

４
年
を
経
過
し
た
企
業
が
対

象
。
今
回
は

年

月
か
ら

年
９
月
ま
で
に
上
場
し
た

社
の
う
ち
選
定
条
件
と
な

る
上
場
時
と
の
比
較
売
上
高

伸
長
率
２
０
０
％
以
上
の
７

社
が
審
査
対
象
と
な
っ
た
。

ル
ー
キ
ー
部
門
は
上
場
後
１

年
未
満
の
企
業
が
対
象
。

　
中
小
企
業
の

社
に
１
社

が
利
用
し
た
中
小
企
業
金
融

円
滑
化
法
―
。
金
融
機
関
か

ら
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

融
資

の
返
済
金
額
の
減
額
や
返
済

猶
予
、
延
長

に
応
じ
て
も

ら
う
こ
と
で
、
経
営
立
て
直

し
の
時
間
を
与
え
る
こ
と
が

法
律
の
狙
い
だ
っ
た
。
そ
の

「
猶
予
」
期
間
中
の
改
革
姿

勢
が
、
い
ま
各
社
の
明
暗
を

分
け
つ
つ
あ
る
。
　

意
欲
問
わ
れ
る

　
「
円
滑
化
法
が
な
け
れ
ば

会
社
は
も
た
な
か
っ
た
」
。

大
阪
府
豊
中
市
の
産
業
装
置

メ
ー
カ
ー
の
経
営
者
は
振
り

返
る
。
毎
月
１
０
０
万
円
だ

っ
た
返
済
額
を
利
子
の
み
の

万
円
に
減
額
し
て
も
ら
っ

て
い
る
間
に
構
造
改
革
を
断

行
。
三
つ
あ
っ
た
工
場
は
一

つ
に
集
約
。
営
業
車
も
減
ら

し
た
。

年
と
同
水
準
の
受

注
額
で
も
利
益
が
出
せ
る
体

質
に
な
っ
た
こ
と
で

年
８

月
期
は
営
業
損
益
が
黒
字
化

し
た
。

年
末
に
は
取
引
先

の
地
銀
か
ら
「
３
月
以
降
も

返
済
額
は
こ
の

ま
ま
で
構
わ
な

い
」
と
言
わ
れ

た
が
、
月

万

円
と
わ
ず
か
な

が
ら
も
増
や
し

て
い
る
。

　
借
り
換
え
に

よ
り
、
債
務
者

区
分
を
不
良
債

権
と
見
な
さ
れ

て
し
ま
う
「
破

綻
懸
念
先
」
か

ら
「
正
常
先
」

に
戻
し
た
企
業
も
あ
る
。

　
関
西
に
あ
る
年
商
７
億
円

規
模
の
文
具
メ
ー
カ
ー
。
金

融
機
関
５
行
に
対
し
１
億
５

０
０
０
万
円
の
借
入
金
を
抱

え
て
い
た
。
２
０
０
０
万
円

の
経
常
赤
字
に
も
か
か
わ
ら

ず
毎
月
の
返
済
額
は
３
０
０

０
万
円
。
資
金
繰
り
に
行
き

詰
ま
っ
て
い
た
。
円
滑
化
法

利
用
後
、
３
回
に
わ
た
る
リ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
更
新
と
同
時

進
行
で
、
ず
さ
ん
な
原
価
管

理
を
改
め
経
費
削
減
に
も
取

り
組
ん
だ
。

年
６
月
期
に

経
常
損
益
が
３
０
０
０
万
円

の
黒
字
化
し
た
の
を
機
に
メ

ー
ン
取
引
先
で
あ
る
地
方
銀

行
１
行
に

年
返
済
で
の
借

り
換
え
が
実
現
。
債
務
者
区

分
も
「
正
常
先
」
に
戻
っ

た
。
こ
の
企
業
の
場
合
、
経

営
改
善
計
画
の
進
捗
を
毎

し
ん
ち
ょ
く

月
、
５
行
に
報
告
す
る
と
と

も
に
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
更
新

時
に
返
済
額
を
段
階
的
に
増

や
し
て
い
っ
た
こ
と
も
金
融

機
関
か
ら
の
評
価
に
つ
な
が

っ
た
。

　
逆
に
再
生
が
頓
挫
し
た
ケ

ー
ス
も
あ
る
。
衣
料
品
チ
ェ

ー
ン
を
展
開
す
る
あ
る
企
業

は
メ
ー
ン
バ
ン
ク
の
地
銀
が

支
援
に
乗
り
出
し
た
も
の

の
、
経
営
者
が
事
業
に
対
す

る
意
欲
を
失
っ
て
い
た
。
リ

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
っ
て
再

建
の
兆
し
が
表
れ
始
め
た
と

こ
ろ
に
、
事
業
承
継
を
め
ぐ

る
親
族
対
立
か
ら
再
生
に
失

敗
し
た
老
舗
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
も
あ
る
。
関
係
機

関
の
積
極
支
援
で
「
机
上
で

は
成
功
し
た
再
生
案
件
」

関
係
者

で
も
想
定
通
り

に
事
は
運
ば
な
い
よ
う
だ
。

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
「
計
画
は

あ
く
ま
で

予
定

。
未
達

成
も
や
む
を
得
な
い
と
、
計

画
遂
行
に
対
す
る
経
営
陣
の

意
識
が
欠
落
し
て
い
る
」

同
社
を
支
援
す
る
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト

。
し
か
し
、
金

融
機
関
側
は
、
地
域
経
済
を

支
え
る
中
核
企
業
で
あ
る
同

社
へ
の
支
援
方
針
は
貫
く
意

向
で
数
億
円
規
模
の
債
権
カ

ッ
ト
に
も
応
じ
て
い
る
。

　
数
多
く
の
事
業
再
生
に
携

わ
っ
て
き
た
企
業
再
建
・
承

継
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
同
組

合

Ｃ
Ｒ
Ｃ

の
真
部
敏
巳

代
表
理
事
は
、
「
経
営
力
改

善
の
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
、

再
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を

失
い
、
た
だ
の
延
命
に
終
わ

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
警
鐘

を
鳴
ら
す
。
技
術
や
主
要
顧

客
が
社
長
の
属
人
的
な
も
の

で
あ
る
場
合
が
多
く
、
社
長

交
代
そ
の
も
の
が
困
難
な
中

小
企
業
で
は
「
大
手
企
業
で

事
業
の
立
て
直
し
や
子
会
社

再
建
に
携
わ
っ
た
経
験
を
持

つ
人
材
を
経
営
再
建
の
右
腕

と
し
て
外
か
ら
招
く
こ
と
も

一
策
」
と
話
す
。

融
資
に
柔
軟
性

　
「
銀
行
と
の
つ
き
あ
い

方
」
―
。
こ
ん
な
タ
イ
ト
ル

の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
が
あ

る
。
事
業
再
生
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
会
社
、
フ
ィ
ナ
ン
シ

ャ
ル
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー

ト

東
京
都
港
区

が
発
行

す
る
。
６
万
５
０
０
０
人
の

読
者
の
う
ち
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
企
業
を
対
象
に
昨
年
夏

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
「
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
中
に

銀
行
や
信
用
金
庫
か
ら
新
た

な
融
資
を
受
け
ら
れ
た
」
と

の
回
答
は

％
に
上
っ
た
。

　
金
融
庁
は
金
融
機
関
に
対

し
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
実
施

の
み
を
理
由
に
新
規
融
資
を

拒
ん
で
は
な
ら
な
い
と
指
導

し
て
い
る
。
円
滑
化
法
施
行

前
は
、
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
企

業
の
債
務
者
区
分
は
「
要
管

理
先
」
以
下
と
な
る
の
が
通

常
で
、
新
規
融
資
を
受
け
る

こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
だ
が

円
滑
化
法
施
行
後
は
、
経
営

改
善
計
画
が
あ
れ
ば
「
不
良

債
権
」
と
見
な
さ
れ
な
い
。

金
融
庁
は
こ
の
監
督
方
針
は

法
律
終
了
後
も
継
続
す
る
と

し
て
い
る
。
「
リ
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
企
業
が
新
規
融
資
を
受

け
る
土
壌
は
整
い
つ
つ
あ

る
」
。
調
査
を
実
施
し
た
フ

ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ
ン
ス
テ

ィ
チ
ュ
ー
ト
の
川
北
英
貴
社

長
は
評
価
す
る
一
方
で
、

「
リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
更
新
時

に
少
し
ず
つ
で
も
返
済
を
再

開
し
た
り
、
経
営
改
善
計
画

を
絵
に
描
い
た
餅
に
終
わ
ら

せ
ず
、
損
益
改
善
を
示
す
こ

と
が
新
規
融
資
獲
得
の
ポ
イ

ン
ト
」
と
話
す
。

　
中
小
企
業
の
経
営
支
援
を

手
掛
け
る
コ
ラ
ボ
レ
ッ
ク
ス

大
阪
市
中
央
区

で
は
、

リ
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
中
の
資
金

調
達
に
関
す
る
相
談
が
急
増

し
て
い
る
。
阿
波
銀
行
出
身

で
、
中
小
企
業
の
経
営
に
詳

し
い
、
岸
野
浩
通
社
長
は
既

存
の
融
資
を
劣
後
ロ
ー
ン
に

切
り
替
え
る
資
本
性
借
入
金

や
売
掛
債
権
担
保
融
資
と
い

っ
た
制
度
活
用
も
視
野
に
、

ま
ず
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

貸

借
対
照
表

改
善
を
図
っ
た

う
え
で
「
新
た
な
金
融
機
関

と
取
引
を
始
め
る
の
も
ひ
と

つ
の
方
策
」
と
助
言
す
る
。

　
金
融
機
関
を
は
じ
め
と
す

る
支
援
機
関
の
協
調
体
制
も

問
わ
れ
る
。
地
域
金
融
機
関

の
最
大
関
心
事
は
、
と
も
に

融
資
す
る
他
の
金
融
機
関
の

対
応
姿
勢
。
製
造
業
が
集
積

す
る
大
阪
東
部
を
地
盤
と
す

る
大
阪
東
信
用
金
庫
は
、
月

３
万
円
で
経
営
改
善
計
画
の

作
成
支
援
サ
ー
ビ
ス
を

年

秋
に
始
め
た
。
す
べ
て
の
金

融
機
関
に
通
用
す
る
計
画
書

を
い
ち
早
く
作
成
す
れ
ば

「
金
融
機
関
の
足
並
み
を
そ

ろ
え
る
際
に
役
立
つ
」
。
も

ち
ろ
ん
事
業
再
生
を
主
導
す

る
狙
い
も
あ
る
。
そ
こ
に
は

金
融
機
関
が
乱
立
す
る
「
激

戦
区
・
大
阪
」
な
ら
で
は
の

事
情
が
垣
間
み
え
る
。

　
有
力
地
銀
が
地
元
企
業
の

再
建
を
主
導
す
る
「
再
生
支

援
の
土
壌
が
根
付
い
て
い

る

関
係
者

と
さ
れ
る
京

都
府
や
佐
賀
県
。
ま
た
静
岡

県
は
事
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
の

数
が
最
も
多
い
「
フ
ァ
ン
ド

先
進
地
域
」
と
し
て
知
ら
れ

る
。
逆
に
大
阪
府
で
は
、
ひ

と
つ
の
企
業
に
メ
ガ
バ
ン

ク
、
地
銀
、
信
用
金
庫
な
ど

が
入
り
乱
れ
、
再
生
局
面
で

は
足
並
み
が
そ
ろ
い
に
く
い

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
事
業

再
生
に
携
わ
る
関
係
者
の
温

度
差
や
目
線
の
違
い
は
、

地
域
経
済
の
行
く
末
に
影
を

落
と
し
は
し
な
い
か
―
。

　
金
融
機
関
に
と
っ
て
、
す

べ
て
の
取
引
先
を
「
徹
底
支

援
」
す
る
こ
と
は
現
実
的
で

は
な
い
。
た
だ
、
徹
底
支
援

す
る
か
否
か
の
判
断
材
料
は

「
金
融
機
関
の
懐
勘
定

不

良
債
権
比
率

と
は
別
の
次

元
で
あ
る
べ
き
」
。
リ
レ
ー

シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
バ
ン
キ
ン
グ

地
域
密
着
型
金
融

の
推

進
論
者
と
し
て
知
ら
れ
る
ア

ビ
ー
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

顧
問
の
多
胡
秀
人
氏
は
、
強

調
す
る
。
「
雇
用
の
受
け
皿

と
し
て
の
役
割
、
そ
の
企
業

に
つ
な
が
る
地
域
商
流
、

そ
し
て
そ
の
企
業
が
果
た
す

イ
ン
フ
ラ
的
役
割

が
決

定
要
素
と
な
る
べ
き
だ
」
。

す
そ
野
広
げ
る

　
地
域
経
済
再
生
の
カ
ギ
を

握
る
中
小
企
業
の
経
営
改
善

を
後
押
し
す
る
た
め
、
政
府

も
支
援
体
制
の
整
備
を
進
め

て
き
た
。
各
地
の
中
小
企
業

再
生
支
援
協
議
会
の
機
能
拡

充
は
も
と
よ
り
、
再
生
に
携

わ
る
関
係
者
の
連
携
組
織
と

な
る
「
中
小
企
業
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
も

年
末
ま
で

に
全
都
道
府
県
に
設
置
し

た
。
大
型
の
再
生
案
件
が
中

心
だ
っ
た
官
民
フ
ァ
ン
ド

「
企
業
再
生
支
援
機
構
は
、

近
く
「
地
域
経
済
活
性
化
支

援
機
構
」
に
衣
替
え
し
、
地

域
の
中
小
企
業
支
援
に
専
念

す
る
こ
と
に
な
る
。
再
生
の

難
易
度
が
高
い
一
部
の
企
業

が
中
心
だ
っ
た
支
援
の
す
そ

野
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
。

　
体
制
整
備
の
時
を
終
え
、

個
別
具
体
的
な
経
営
支
援
の

実
行
段
階
に
入
っ
た
円
滑
化

法
問
題
―
。
た
だ
、
事
業
再

生
は
関
係
者
が
思
い
描
く

「
あ
る
べ
き
支
援
の
姿
」
が

そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
手
法
の

統
一
や
標
準
化
が
で
き
な
い

領
域
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
こ

の
問
題
の
奥
深
さ
、
難
し
さ

が
あ
る
。

　
神
崎
明
子
、
東
大
阪
錦

織
承
平
、
大
阪
坂
田
弓
子
。

は

日
に
掲
載
し
ま
す


